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自然栽培プロジェクト(農村RMO)

学ぶ 
（就農希望者参集）

実践する 
（耕作放棄地再生）

助け合う 
（自然栽培産地形成）

自然栽培に興味を持つ人の大半は土地・ 
設備を持たない非農家。実践用に無農薬 
栽培に限定した共同農園を開設。共同利
用の機械や施設もあり。大小様々な耕作
放棄地を活用して、農家予備軍、家庭菜
園愛好者、ウーファーまで幅広く参加

小規模な自然栽培農家が続々と誕生へ。 
こうした農家同士が機械利用、販路開拓 
において協力する取り組みを開始。無理 
なく自然栽培を続けられる場となること
で立山を世界につながる自然栽培産地へ

自然栽培米づくり（荒生秀紀博士）・自
給自足（廣和仁氏）、自然栽培（木村秋
則氏）などの講座を開催。各会30-100名
が集まる人気プログラムに。地域への技
術導入だけでなく、自然栽培で就農を希
望する就農予備群が地域に集まる流れに



立山農学校
学びの場をつくり、やりたい人を集める



Commons Tateyama
多様な実践者集まる入会農園



立山自然栽培組合

北日本新聞（2/1付）記事より

自然栽培農家同士が協力できる場



いかにして農家を作るか

　　　就農支援（経験・機械・土地）

基盤ゼロ 
新たな農家 



未来への布石・こども（里のようちえん、 ヶ渕小）

Photo by Hiroki Tagawa
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報告者： 坂口 創作 （白雪農園代表、 ヶ渕みらい協議会・地域資源開発部長）
 
2016年に家族で東京より移住。とやま農業未来カレッジ を経て新規就農し、2018年に白雪農園を設立。
白雪農園では、自然栽培にてお米（2町）、大豆、ぶどう、蜂蜜、さつまいもなど多様な品目を栽培。
NPO法人クラシーズ理事(わくわくファームきらり: 障害者雇用施設)、「里のようちえん」世話人 、
自然栽培農家育成プログラム「立山農学校」主催、 市民農園「Commons Tateyama」運営、「立山自然
栽培組合」代表世話人、エコビレッジ「立山村」 (立山にて3軒のゲス トハウスを運営、白雪ゲストハウ
スは富山県第一号登録の民泊)、「立山収穫祭」主催 (2021年～）、立山キッチン共同代表、耕作放棄地
再生(最適土地利用：白雪牧場・立山養蜂園)、空き家再生(8軒)、「農家を育てる農家」として新規就農
者育成(5年連続して毎年1-5名を育成)。また、農家（農村）を再興するには、長期的な取り組みが重要
であるとの考えから、保育園、小学校、 中学、大学、社会人まで積極的に農園に受け入れている。 

農業・加工・観光・ 福祉・教育など分野をつなぐ活動によって、未来の農村づくりを行う「百姓」。

＜お問い合わせ先＞

白雪農園　代表　坂口　創作
HP    https://snow-white-farm.com/
Instagram   @snow.white.farm
 







Guest House 
白雪ゲストハウス

Farm & Art Fest 
立山収穫祭

Horse ranch 
白雪牧場

Bee keeping 
立山養蜂園

Farm 
白雪農園

Kindergarten 
里のようちえん

House Renovation 
空き家再生

Farm school 
立山農学校

Community garden 
コモンズ立山

Pilgrimage Inn 
宿坊立山

Charcoal  
目桑白炭

Forestry 
立山縄文会
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立山農学校

里のようちえん

宿坊立山・白雪ゲストハウス

県移住コンシェルジュ

インフルエンサー移住者
岩崎さん・大石さん

とやま農業未来カレッジ

立山農学校

里のようちえん

宿坊立山・白雪ゲストハウス

県移住コンシェルジュ

インフルエンサー移住者
岩崎さん・大石さん

とやま農業未来カレッジ

   

リクルーターによる支援

・空き家、仕事、人の相談
・希望ヒアリング
・真剣度確認
・地域とのマッチング

   

　　移住へ
     （累計10軒+）

移住・就農・空き家再生
の実績（信用）が蓄積

白雪農園訪問者

立山町（空き家バンク）

さらなる相談・移住へ

立山収穫祭

移住者の誘致

重点ターゲット

・就農希望者
・子育世代
・インフルエンサー

多種多様な接点
（年間数十件の相談）




